
（特非）　ななしんぼ

郡上市明宝地区における森の恵みの
有効活用

 岐阜県郡上市活動地域

講座、ワークショップ
の開催 6 回

参加者人数（延べ） 150 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 75 ％

実 践

つづける助成

2年目

活動内容と成果
「森と命のつながり」を伝える活動
　● 地域の素材を使用した自然体験・キャンプ関連商
品開発（10点）

　● 講座、ワークショップの開催（6回）
　● 情報交換会の開催（6回）
　● キット商品のニーズ調査、キット商品の作り方レク
チャー動画の制作

地域内サプライチェーンの確立
　● 植樹イベントや自然体験ワークショップを開催。年間
を通じて都市部から人を呼ぶ仕組みづくりを行った

　● 鹿革の販売体制の見直し
　● 道の駅明宝のオンラインショップで3人の作家が、
木や鹿革を利用した商品の販売を開始課　題

高齢化により、林地や里山環境を維持する人手が減
少していることから、獣害が深刻化し、森の恵みに感
謝していただく命のサイクルが途絶えつつある。

目　標
鹿の角や皮、森の素材を活用した商品開発やワーク
ショップを通し、命を学ぶ機会をつくり、身近な里山
とのつながりを回復させた小さな経済循環を目指
す。

〒501-4307 
岐阜県郡上市明宝二間手361番地
電話：0575-87-3799
HP：http//nanashinbo.com/

子ども向け木のスプーンづくり講座の様子子ども向け木のスプーンづくり講座の様子

フセ網と箱メガネを使ったフセ網と箱メガネを使った
川遊びの様子川遊びの様子

事業の継続によって、持続可能な里山環境や暮らし方に対する若者の関心が高
まってきた。今後は地域の担い手との情報交換の場や、学びの場を定期的に開催
し、ネットワークづくりにも力をいれていきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
地域の木を使った商品を作るにあた
り、大きな木を製材する工程に苦労
した。関係団体に協力してもらい、作
業を進めた。

■工夫した点
木材の乾燥実験を行い、材料の活用
方法を模索した。作り手とも意見交
換を行い、材料の供給の仕組みを考
えた。

天草海部

SDGs（14）を目標に、天草の海の生物多様
性を学ぶ！先端技術を活用した人材育成

 熊本県活動地域

干潟生物調査 2 回
水産系ガイド養成講座
開催 7 回

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 85 ％

知識の提供・普及啓発

つづける助成

2年目

活動内容と成果
① 天草市栖本町及び羊角湾において生物調査を2回実
施し、Facebookのライブ配信を行った（リモート配
信合計856PV）。御所浦のアマモ場で水温・照度計シ
ステムを構築し、環境調査を行った
② 動画教材1本「みんなに伝えたい天草の海　羊角湾干
潟編」を製作しHPに公開した。羊角湾の生物マップ
を制作及び指導者向けの海のデジタル教材「天草・海
の冒険サポーターズテキスト」第8・9章を制作し、
HPに公開した
③ 「水産系ガイド養成講座」を開催し、9人の指導者を養
成した。海洋教育サミットで本成果を発表した

課　題
地域住民の海への関心が低く、定量的な海の生物調
査はほとんど行われていない。海を利活用する人材
が限られており、子どもたちが地域の海について学
ぶ機会は限られている。

目　標
天草の海の生物多様性を明らかにし、天草の海を学
ぶ教材を整備する。水産業が持続的に行われるなど、
海を利活用し、保全する人材を増やす。

〒861-6303 
熊本県天草市栖本町馬場215
E-mail：amakusaumibu@gmail.com
HP：https://umi-bu.com

指導者養成講座「水産系ガイド養成講座」開催指導者養成講座「水産系ガイド養成講座」開催

羊角湾干潟生物調査羊角湾干潟生物調査

干潟やアマモ場だけでなく、磯など多様な沿岸域の生態系で生物調査を実施する。
先端技術を活用した水質調査も取り入れ、海の調査を発展させる。VR動画教材を
製作し、教材を活用した指導者養成を進める。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響が長引
き、イベントでは集客ができなかっ
た。教材体験会や成果発表などの対
面で普及する場も少なかった。

■工夫した点
干潟生物調査はドローンを用いて動
画を撮影し、リモート配信を行った。
水産系ガイド養成講座は対面とリ
モートの両方で開催した。
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